
日
本
工
業
大
学 

 
宮
代
会
会
報

 

第
五
号 

平

成

十

四

年

七

月

発

行 
 

 
 

 
  

総
会
開
催 

   

新
会
長
に
佐
藤
建
夫
氏
就
任 

 

去

る

七

月

六

日

、

静

岡

県

熱

海

温

泉
・

金

城

館

に
て

宮

代
会

の

総

会

が

午

後
三

時

か

ら

開

か

れ

た

。 

総

会

は

、
田

川
会

長

の

挨

拶

、
次

い

で

神
馬

学

長

の

挨

拶

の

後

、

議

事

に
移

り

、

滞

り

な

く

終

了

し
た

。  

議

事

の

概

要

に

つ

い

て

は

、
次

の

通

り
。 

 

一
、
平

成

十

三

年
度

事
業

報

告  
  

○

平

成

十

三

年
六

月

十

六

日 
    

幹
事
会 

   

（

東

京

国

際

フ

ォ

ー

ラ

ム

） 
  

○

平

成

十

三

年
七

月

七

日 
    

総

会 
   

（

舘

山

寺

温

泉

・

山

水

館 

欣

龍

） 
  

○

平

成

十

三

年
十

月

六

日 
    

幹
事
会 

   

（

大
学

・

学

友

会

館

） 
  

○

平

成

十

三

年
十

一
月

二

十

五

日 
    

臨
時
総

会 
   

（

別

所

温
泉
・

七

草

の

湯

） 
  

○

平

成

十

四

年

一

月

十

三

日 
    

新

春

懇

親

会 
   

（

東

京
・
ホ

テ

ル

イ
ン

タ

ー
コ

ン
チ  

    

ネ

ン

タ

ル

東

京

ベ

イ

） 
   

二

、
平

成

十

三

年
度

決
算

報

告 

別

紙

の

通
り

の

報

告

が

あ

り

、

承
認 

さ
れ

た

。 
 

三

、
平

成

十

三

年
度

監

査

報

告 
  

小

山

監

事

か

ら

平

成

十

三

年
度

の

帳  

簿

、

資

料

等

の
厳

正

な

監

査
の
結

果

、   

公

正
で

あ

る

旨

の

報

告

が

あ

り

、

承 

認

さ
れ

た

。 
 

四

、
平

成

十

四

年
度

事
業

計

画 
 

○

平

成

十

四

年
六

月

一

日 
    

幹
事
会

（

大
学

・

学

友
会

館

） 

○

平

成

十

四

年

七

月

六

日 
     

総

会

（

熱

海

温

泉

・

金
城

館

） 
 

○

平

成

十

四

年
六

月

一

日 
    

幹
事
会 

 

○

平

成

十

四

年
十

一
月

下

旬 
    

臨
時
総

会 
 

○

平

成

十

四

年

一

月

十

二

日 
    

新

春

懇

親

会 
 

五
、
平

成

十

四

年
度

予
算

案 

別

紙

の

通
り

、

予

算

案

の

提

示

が

あ 

り

、

承

認

さ

れ

た

。 
 

六

、
平

成

十

四

年
度

役

員 

次
の

通

り

、

承

認

さ

れ

た

。 

（

敬

称

略 

☆

印

は

新

任

） 

会

長 

☆ 

佐

藤  

建
夫
（

埼

玉

） 

幹

事    

佐

々

木

英

子

（

宮

城

） 
  

〃    

大
塚  

敬

右
（

埼

玉

） 
    

〃    

國
井  

誠  

（

山
形

） 
    

〃    

大
谷  

励

子

（

長

野

） 
    

〃 

☆ 

小

笠

原

眞

雄

（

栃

木

） 
    

〃 

☆ 

北

嶋  

弘

一

（

京

都

） 
    

〃    

神
山  

英

一

（

岩

手

） 
    

〃    

金
城  

英
三

（

沖
縄

） 
    

〃    

菅

野  

恭

次

（

茨

城

） 

    

〃    

速

水  

友

益

（

埼

玉

） 
    

〃    

矢
島  

節

子

（

群

馬

） 
    

〃    

根

本  

利

美

（

福
島

） 

幹

事    

小

川  

佳

文
（

千

葉

） 

〃    

中
丸  

芳

一

（

福

島

） 

〃    

根

本  

勝  

（

茨

城

） 

〃 

☆ 

鈴

木  

春

明

（

千

葉

） 

〃 

☆ 

奈
須

寿
美
恵

（

埼

玉

） 

監

事    

小

山  

保  

（

埼

玉

） 

〃 

☆ 

田

川  

鋭

治

（

静

岡

） 
 

 

退

任

監

事 
       

 
 

穂

積  

俊

夫

（

東

京

） 

退

任

幹

事 
        

 

黒

澤  

近  

（

茨

城

） 
       

 
 

佐

山  

攻  

（

栃

木

） 
        

 

冨

永
京

太
郎

（

東

京

） 
 

永

年

に

渡

り

宮

代

会

監

事

職

を

担 

当
さ
れ

た

穂

積
俊

夫

氏

が

勇

退

さ

れ

た

。

御

尽
力

に

衷

心
感

謝

の

意

を

表

し

た

い

。 
 

 
 

当

日

は

、

宮

代
会

総

会

終

了

後
の

午

後
四

時

か

ら

後
援

会

の

理

事
会

が

開

か

れ

、
ま

た

、

午

後
六

時
三

十

分
か

ら

は

宮

代
会

、

後

援

会

、

大
学

側
の

出

席
者

を

含
め
て

、

総

勢

七

十

一

名

の

大

懇
親

会

が

和

や

か

に
賑
や

か

に

行
わ

れ

、
旧

交
を

温

め

、

懇
親
を

深

め

た

。 

大
学

側

か

ら

は

、

大

川

理

事

長

、

神

馬
学

長

、

廣

瀬

教

務

部

長

、
船
橋

学

生

部

長

、

渡

辺

図
書

館

長

、

鈴

木
総

務

部

長

、
藤

田

財

務

部

長

、
大

場

入
試

室

長

、

酒

井

財

務

部

長
補

佐

、
松

本
入
試

課

長

、 

栗

本
教

務

課

長

、

渋

谷
総

務

課

長

、

倉

島

経

理

課

長

、
飯
島

総

務

課

員

が

出

席

し
た

。 

ま
た

、

神

馬

学

長
夫

人
も

出

席

さ

れ

、

懇

親

会

に

彩

り
を

添

え
て

い
た

だ

い
た

。 

翌

日

は

、

あ

い

に

く

の

天

気

の

中

、

箱
根
を

観

光

し
た

。

湿

生

花

園
で

は
勿

忘

草
の

可
憐

な

姿

に

心
を

洗

い

、

大

涌

谷
で

は

黒

卵

を

食

し

、

寿

命

を

七

年
延

ば

し
た

方
も

い
た
。 

特

筆

す

べ
き

は

、

大

川

理

事

長
か

ら

の
ご

紹

介
で

、
三

英

社

製

作

所
（

株

）
・

大
場

相

談
役

の
ご

案

内
の

下

、

本

物
の

Ｄ

５

１

（

Ｓ

Ｌ

）
を

見

学

し
た
こ

と

、

そ

し
て

歴
史

あ

る

箱

根

神

社

の

社

殿

に

て

特

別

参

拝

を

し
た

こ

と

で

あ

る

。

御

好

意

に

よ
り

、

大
変

貴

重

な
体

験

を

す

る
こ

と

が
で

き

、
参

加

者

一
同

、

有

意

義

な
ひ

と

時

を

過

し

た

。 
*************************** 

平
成
十
四
年
度 

宮
代
会 

     

会
費
納
入
の
お
願
い 

○

年
会

費     

壱
万
円 

○

納

入

方

法    
  

郵
便

局

よ

り

振

込

、
又

は

現

金

書

留  
  

に

よ

る

郵

送
。 

○

振

込

先 
  

口

座

番
号 00120-6-114124 

  

加

入

者

名 

日

本
工

業

大
学

宮

代
会 

○

郵

送

先 

〒345-8501 
  

埼

玉

県

南

埼

玉
郡

宮

代

町 
                

学

園

台

四

―

一 
  

日

本

工

業

大
学

内 

宮

代
会

事

務

局 
 

※

同

封

の

振

込

用

紙

に

よ

り

九

月

末

日

ま

で

に

お

振

り

込

み

く

だ

さ

い

ま

す

よ

う

お

願

い

申

し

上

げ

ま

す

。 

※

お
問
合

せ

先 
 

 
 

〇

四

八
〇
（

三

三

）
七

五

〇

四 
 

日

本

工

業

大
学
経

理

課

長 

倉

島 
 

 
 

 



新
会
長
挨
拶 

 

 

 

宮

代
会

会

員

の

皆

様

、

盛

夏
の

折

い

か

が

お

過
ご

し
で

し

ょ

う

か

。

今

年
度

に

新

入

会

員

と

し
て

入
会

致

し
ま

し
た

、

佐

藤

建

夫
で

ご

ざ

い

ま

す

。

ど

う

ぞ

宜

敷

く

お

願

い

申

し
上

げ

ま

す
。

ま

た

、

過

日

の

総

会

に
て

会

長
の

大
役
を

指

名

い
た

だ

き

、

そ
の

任

に

当

た

る
こ

と

に

な

り

ま

し
た

。

皆

様

の
ご

協
力
を

賜
り

任

期

満

了

ま

で

事
業

計

画

に

基
づ

き

精

励

す

る

所

存

で

す

の

で

重

ね
て

お

願

い

申

し
上

げ

ま

す
。 

 

さ
て

、

本

会
で

は

総

会

終

了

後

に

年

一

回

の

ペ

ー

ス

で

は

あ

り

ま

す

が

、

「

宮

代

会

会

報

」

を

発

行

し
て

全

会

員

の

皆

様

に
活

動
状

況

・

役

員

構

成

・

大

学

の

近

況

な

ど
を

お

知
ら

せ

し
て

お
り

ま

す

。

今

年
で

第

五

号

を

お

届

け

す

る

運

び

に

な
り

ま

す

。

会

員

数

は

二

七

〇

名
を

有

し

、

和

の

精

神
と

品

位

を

尊

重

し
て

会

員

相

互
の
親

睦
を

図

り

、

大
学

の

発

展

に
寄

与

す

る

こ

と

を

目

指

し
て

い

る

と

こ

ろ

で

あ
り

ま

す

。

会

員

の

皆

様

に

も

ご

高

承

の

通

り

、

大
学

は

平

成

一

九

年

に

迎

え

る

創

立
百

周

年

に

向

け

て

準

備

を

し
て

い

る

と
こ

ろ
で

あ

り

ま

し
て

、

本
会

も

年
会

費

の

一
部
を

積

立

金
会

計

に
繰

入

し
て

予
算

化

し
て

お
り

ま

す

。

た

だ

残

念

な

が
ら

収

支

報

告

書

を

点

検

す

る

限

り

、

会

費

納

入
者

が

九

十

余

名

に

留

ま

っ
て

い

る

の

が

現

状
で

あ

り

ま

す
。

宮

代
会

事
務

局

か

ら

の
会

費

納

入

の

お

願
い
も

あ
り

ま

し
ょ

う
が

、

私

か

ら

も

気

持
ち

よ

く
ご

協
力

い

た

だ

け

る
こ

と
を

衷

心

よ

り

お

願
い
申

し
上

げ

ま

す

。 
 

冒

頭

よ
り

お
願
い
で

恐

縮
で

ご

ざ

い

ま

し
た

が

、

本
会

の

最

大

の

目

的

は
親

睦
で

あ

り

ま

す
。

従

っ
て

総

会

は

勿

論

の
こ

と

臨

時

総

会

・

新

春

懇

談
会

等

の

年

度

事

業
を

推

進

す

る

に

当
た

り

「

明

る

く

楽

し
く

元

気

よ

く
」

を

合

言

葉

に

し
て

前

進

し

よ

う
で

は

あ

り

ま

せ

ん

か

。

宮

代
会

が
元

気
で

あ

る
こ

と

が

現

役
の

後
援

会

に
或

い
は
工

友
会

に

刺

激

と

な

り

、

そ

れ

ぞ

れ

の

組

織

が

相
乗
効

果
を

発

揮

す

れ

ば

、
大
学

を

中

心

と

し

た

日

工

大

フ

ァ
ミ

リ

ー
の

形

成

が

よ

り

強

く

意

識

さ

れ

る
こ

と

に

な
り

、

多

く

の

関

係
者

が

大
学

の

行

事

等

に

も

参

加

し
た

い
気

持

ち

に

な

る
で

し
ょ

う
。 

 

最

後

に

な

り

ま

し

た

が

、
平

成

十
三

年
度

に

卒

業

さ
れ

ま

し
た

理
事
・

支

部

役

員

歴

任

の

方

々

の

宮

代

会

へ

の

入
会

を

お

願

い
申

し
上

げ

ま

し
て

、
ご

挨

拶

に

代

え

さ

せ

て

い
た

だ
き

ま

す

。 
*************************** 
｢

宮

代
会

会

報｣

は

、
平

成

九

年

か

ら

毎

年

一

回

、

総

会

後

に
発

送

し
て

お
り

ま

し
た

。

昨

年

度

は

都
合

に

よ

り

お

休

み
い
た

し
ま

し
た

が

、
平

成

十

四

年
度

の

第

五

号

か

ら

再
開

す

る

こ

と

に

な
り

ま

し
た

。

会

員

の

皆

様

に

は

、

大

学

の

近
況
を

お

知

ら

せ

す

べ

く

、
大
学

の

広

報

誌
等

と

併

せ
て

お

手

許

に

お

送

り

い

た

し
ま

す

の

で

、

倍

旧

の

ご

支
援

を

賜

り

ま

す

よ

う

、

よ
ろ

し
く

お

願

い

申

し

上

げ

ま

す
。
（

宮

代

会

事

務

局

よ

り

） 

 

会長  佐 藤 建夫  

日 本 工 業 大 学 後 援 会 ・宮 代 会 合 同 懇 親 会 （於 ：熱 海 温 泉 「金 城 館 」平 成 14 年 7 月 6 日 ）


